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講演概要等 

頻発化・激甚化が進む自然災害への対応として，「レジリエントで安全・安心な社会の構築」を

目標に①先端 ICT の活用，②人文・社会科学の知見も活用した総合的な防災力の向上，③必要なイ

ンフラの建設・維持管理・更新改良，を通じて事故や災害のリスクを低減するとともに，国土強靭

化に係る科学技術・イノベーションを活用した総合的な取り組みが進められている．近年では，こ

の取り組みに加えて国と地方の共働・共創による地域における 2050 年脱炭素社会の実現に向けた

「地域の魅力と質を向上させる地方創生に資する脱炭素への取り組み」への貢献も求められるなど

地域の建設産業への期待が高まっている． 

このような背景のもと，本講演では「地域的課題の解決」に「地域資源」を活用する新たな地盤

材料技術の開発状況を紹介する． 

「地域資源」としては，中国地方において広く分布している「真砂土」に代表される地盤材料は

もちろん，「牡蠣殻」や「食品残渣」といった他産業からの廃棄物由来の資源，更には土壌表層の

植生，土壌内に生息している土着の生物と幅広い材料の組合せが期待されている． 

 ここでは，①原位置発生土である真砂土と食品産業由来の廃棄物を混合することで軽量化・透水

性の改善などの物性改良効果を期待した新規盛土材料，②浚渫土を対象に製鋼スラグを混合して作

成する製鋼スラグ混合土を対象とし，地域資源の併用により製鋼スラグ添加量の削減や初期強度の

増進等の機能性を高めた地盤材料，③供用期間中に生物・化学的反応を工学的に高め環境中の CO2

を取り込むことで自らの機能を高める自己修復性を付加した地盤材料，を紹介する．これらの取り

組みを通じ，地域の産業振興と防災・減災機能の向上，更には社会基盤インフラ整備を通じた脱炭

素社会への貢献に地域の建設産業が果たす役割について議論を深めていきたい． 


